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この度は、CentreCOM 8424XL/8424TXをお買いあげいただき、誠にありがとうございました。
このリリースノートは、取扱説明書とコマンドリファレンスの補足や、ご使用の前にご理解いた
だきたい注意点など、お客様に最新の情報をお知らせするものです。
最初にこのリリースノートをよくお読みになり、本製品を正しくご使用ください。

1 ソフトウェアバージョン　2.6.1

2 本バージョンで追加された機能
ソフトウェアバージョン2.5.3から2.6.1へのバージョンアップにおいて、以下の機能が追加さ
れました。

2.1　ソフトウェアウォッチドッグ

問題検出時にシステムをリブートさせることでハングアップを回避するソフトウェアウォッチ
ドッグ機能が実装されました。これにより、既存のハードウェアウォッチドッグでは検出できな
かった論理エラーによるハングアップなどへの耐性が高まりました。

2.2　ENABLE/DISABLE SNMP NEWADDRESS_TRAP

「コマンドリファレンス」/「運用・管理」/「SNMP」

自動学習機能により、フォワーディングデータベース（FDB）に学習されたMACアドレスの通知
トラップを生成する/しないを設定できるようになりました。デフォルトでは、MACアドレスの
通知トラップは生成されません。

2.3　SET SWITCH PORTコマンドの INTRUSIONACTIONパラメーター

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

ポートセキュリティー有効時に、不正フレームを受信したときのアクションを指定する、SET
SWITCH PORTコマンドのINTRUSIONACTIONパラメーターにLOGを指定できるようになり
ました。LOGを指定すると、ポートごとに学習可能なMACアドレスの上限値を超えて未学習の
送信元MACアドレスを持つフレームを不正なものとみなしてフレームを破棄し、ログに記録を
残すことができます。

2.4　802.1X認証

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「802.1X認証」

ポート単位でLAN上の機器を認証する IEEE 802.1X認証に対応しました。

2.5　Rapid STP

「コマンドリファレンス」/「スパニングツリープロトコル」

従来のスパニングツリープロトコル(STP)よりも構成変更時の収束時間が短いRapid STP(RSTP)
(802.1w)に対応しました。デフォルトの動作モードはSTANDARDモード(従来のSTP)ですが、
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SET STPコマンドのMODEパラメーターでRAPIDモード(RSTP)に切り替え可能です。また、
ブリッジ関連パラメーターはSET STPコマンドで、ポート関連パラメーターはSET STP PORT
コマンドで変更します。

2.6　ENABLE/DISABLE SWITCH LEARNINGコマンドのLOGパラメーター

「コマンドリファレンス」/「フォワーディングデータベース」

フォワーディングデータベース（FDB）の自動学習機能の有効/無効を設定するENABLE/DIS-
ABLE SWITCH LEARNINGコマンドにLOGパラメーターが追加されました。このパラメーター
は、FDB上に学習されたMACアドレスのログ機能を有効/無効にするときに指定します。

2.7　スタティックエントリー自動登録機能

「コマンドリファレンス」/「フォワーディングデータベース」

フォワーディングデータベース（FDB）に自動学習機能によりMACアドレスを登録する際に、マッ
チ条件に一致したMACアドレスを自動的にスタティックエントリーとして登録する、スタティッ
クエントリー自動登録機能が追加されました。

2.8　ARPキャッシュログ

「コマンドリファレンス」/「IP」/「ARP」

ARPキャッシュの変更（登録・削除）をログに記録する機能が追加されました。デフォルトは無効
ですが、ENABLE IP ARP LOGコマンドで有効化できます。

2.9　Pingポーリング

「コマンドリファレンス」/「IP」/「Pingポーリング」

監視対象機器にPingパケットを定期送信し、通信が可能かどうか（到達可能かどうか）を監視する
Pingポーリングに対応しました。

2.10　MLD Snooping

「コマンドリファレンス」/「IPv6マルチキャスト」/「MLD Snooping」

不要なIPv6マルチキャストパケットをフィルタリングするMLD Snoopingに対応しました。本
機能有効時は、メンバーの存在するポートにだけIPv6のマルチキャストパケットを転送します。
本機能はデフォルトで有効になっています。

3 本バージョンで仕様変更された機能
ソフトウェアバージョン2.5.3から2.6.1へのバージョンアップにおいて、以下の機能が仕様変
更されました。

3.1　CREATE/SET LOG OUTPUTコマンドにSYSLOGFORMATパラメーター追加

「コマンドリファレンス」/「運用・管理」/「ログ」

CREATE/SET LOG OUTPUTコマンドにSYSLOGFORMATパラメーターを追加し、syslog
メッセージのフォーマットを設定することが可能になりました。
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3.2　CREATE/SET TRIGGER MODULEコマンドのMODULEパラメーター

「コマンドリファレンス」/「運用・管理」/「トリガー」

CREATE/SET TRIGGER MODULEコマンドのMODULEパラメーターにPINGが設定できるよ
うになり、PINGモジュールに関するトリガーを作成することが可能になりました。

3.3　ポートセキュリティーについて

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

SET SWITCH PORTコマンドでLEARNパラメーターに学習可能なMACアドレス数の上限を
設定（ポートセキュリティー有効）し、不正フレーム受信時のアクションに TRAP を指定
（INTRUSIONACTIONパラメーター）した場合、学習済みのMACアドレスが上限値に達した後に
受信した未学習の送信元MACアドレスを持つフレームは不正なものと見なされます。学習済み
のMACアドレスが上限値に達した後、未学習の送信元MACアドレスとして認識されるアドレス
数は最大128個までで、これ以降は、フレームは破棄されてもSNMPトラップが送信されませ
んでしたが、129個め以降もSNMPトラップが送信されるようになりました。

3.4　ポート帯域制限（送信レート）の設定について

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

「取扱説明書」45ページ

SET SWITCH PORTコマンドのEGRESSLIMITパラメーターで、ポート帯域制限の送信レート
の設定を変更した場合、設定を有効にするために本製品を再起動する必要がなくなりました。

3.5　マルチプルVLANと IGMP Snoopingの併用について

「コマンドリファレンス」/「バーチャルLAN」

マルチプルVLANと IGMP Snoopingは併用できるようになりました。

3.6　マルチプルVLANのアップリンクポートの設定について

「コマンドリファレンス」/「バーチャルLAN」

マルチプルVLANを複数作成し、それぞれのVLANでアップリンクポートを設定する場合には、
同一ポートを指定しなければなりませんでしたが、VLANごとに別のポートをアップリンクポー
トとして指定できるようになりました。

3.7　RESET SWITCH FDBコマンドにPORTパラメーター追加

「コマンドリファレンス」/「フォワーディングデータベース」

RESET SWITCH FDBコマンドにPORTパラメーターを追加し、ダイナミックに学習したMAC
アドレスの登録をすべて削除するだけでなく、ポートごとに削除することが可能になりました。

3.8　ハードウェア IPフィルターの最大フィルターエントリー数について

「コマンドリファレンス」/「ハードウェア IPフィルター」

ADD SWITCH L3FILTER ENTRYで IPORTオプション併用時に作成できる、ハードウェア IP
フィルターのフィルターエントリー数はシステム全体で270個まででしたが、10/100Mポート
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では1ブロックあたり（8ポートが1ブロック）254個まで、1000Mポートでは1ポートあたり
126個まで作成できるようになりました。

3.9　ハードウェア IPフィルターの処理の流れについて

「コマンドリファレンス」/「ハードウェア IPフィルター」

ハードウェアIPフィルターの処理を実行する場合の、本製品宛のパケットに関する処理の流れが
変更になりました。バージョン2.5.3では、同系のアクションが複数あるときには、フィルター
番号が最も小さなアクションが実行されていましたが、バージョン2.6.1では、フィルター番号
が最も大きなアクションを実行するように変更しました。このため、ハードウェアIPフィルター
処理の実行結果がバージョン2.5.3と異なる場合がありますので、ご注意ください。

3.10　IGMPに関する仕様変更

「コマンドリファレンス」/「IPマルチキャスト」/「IGMP」

Group Membership Interval (Timeout Interval)のデフォルト値をRFCに準拠し、260secに変
更しました。

3.11　マルチキャスト（VSRP）パケットの受信について

送信元MACアドレスがマルチキャスト (VSRP) のパケットを受信したとき、パケットを転送す
るように仕様変更しました。

4 本バージョンで修正された項目
ソフトウェアバージョン2.5.3から2.6.1へのバージョンアップにおいて、以下の項目が修正さ
れました。

4.1 DHCPクライアント機能を利用してVLANインターフェースの IPアドレスを自動設定し
ている場合、DHCPサーバーから取得したサブネットマスクを使用しないことがありま
したが、これを修正しました。

4.2 TYPEパラメーターを指定してハードウェア IPフィルターのエントリーを作成した場合、
正しく動作しない場合がありましたが、これを修正しました。

4.3 NOMATCHACTIONパラメーターと IPORTパラメーターを併用して指定してハード
ウェア IPフィルターを作成した場合、IPORTパラメーターで指定したポートから入力し
たパケットのみNOMATCHACTIONが適用されることがありましたが、これを修正しま
した。

4.4 ifEntryオブジェクトの ifOutDiscardsがカウントされないことがありましたが、これを
修正しました。

4.5 SET QOS HWQUEUEコマンドの送信キュー番号に0～3以外の数字も入力できていま
したが、これを修正しました。



CentreCOM 8424XL/8424TX　Version 2.6.1
リリースノート

5

4.6 DHCPサーバー機能において、MacOS Xなど一部のOSを搭載したコンピューターがス
リープ状態から復帰するときに IPアドレスを取得できない場合がありましたが、これを
修正しました。

4.7 DHCPサーバー機能において、リース延長要求の受信時にARPエントリーを自動作成せ
ず、ARP Requestパケットを送出していましたが、これを修正しました。

4.8 IPアドレスの静的割り当てをした IPアドレスが回収（reclaim）状態のときに、ケーブルを
抜くなどしてポートをダウンさせると、回収状態のまま停止して動作しなくなることが
ありましたが、これを修正しました。

4.9 ファンモジュールのファンの状態、各電源ユニットの供給電圧状態、リダンダント電源
装置のファンの状態、本製品内部の温度状態の読みとりに失敗した後、通常状態に復帰
したときに、ログメッセージが記録されないことがありましたが、これを修正しました。

4.10 スイッチポートに受信レート上限値（INGRESSLIMIT）を設定している場合、FTP通信
で、データのスループットが設定した上限値よりも大幅に下がってしまうことがありま
したが、これを改善しました。

4.11 タグ付きポートから送信されるタグ付きパケットをミラーリングした場合、タグなし状
態でミラーポートに出力されることがありましたが、これを修正しました。

4.12 ダイナミックポートセキュリティー有効時、学習済みのMACアドレスが上限に達した
後で未学習の送信元MACアドレスを持つフレームを受信したときのアクションに
DISABLEを設定した場合（SET SWITCH PORTコマンドの INTRUSIONACTIONパラ
メーター）、ポートがディセーブルになった後で、学習可能なMACアドレスの上限値を
増やす（SET SWITCH PORTコマンドのLEARNパラメーター）とポートがイネーブルに
戻ってしまうことがありましたが、これを修正しました。

4.13 ダイナミックポートセキュリティー有効時、学習可能なMACアドレス数の上限まで
MACアドレスを学習した後、エージングタイムが経過しても、ポートのロックが解除さ
れず通信ができなくなる場合がありましたが、これを修正しました。

4.14 ポート帯域制限（送信レート）とQoSを併用した場合、QoSが正しく機能しないことが
ありましたが、これを修正しました。

4.15 本製品に存在しないVLANのVLAN IDを含んだタグ付きパケットを、ポートセキュリ
ティーを有効にしたポートで受信すると、フォワーディングデータベースに登録される
ことがありましたが、これを修正しました。

4.16 スイッチポートで複数のMACアドレスを学習した後で、別のポートで同一MACアドレ
スを学習した場合にフォワーディングデータベースに登録されないことがありましたが、
これを修正しました。
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4.17 DHCPポリシー名に6文字以上設定した場合、ADD/SET DHCP POLICYコマンドの
MERITDUMPFILEまたはROOTPATHパラメーターに254文字の設定をすると、
SHOW CONFIGコマンドで表示されるMERITDUMPFILE、ROOTPATHは254文字よ
り短く表示される、またこの状態でCREATE CONFIGコマンドで現在の設定を保存し、
SET CONFIGコマンドで起動時設定ファイルとして再起動すると、MERITDUMPFILE、
ROOTPATHは254文字より短い文字数で設定されてしまいましたが、これを修正しま
した。

4.18本製品起動後、DHCPクライアントに割り当てた IPアドレスが回収（reclaim）状態から未
使用（unused）状態へ移行中に、ケーブルを抜くなどしてポートをダウンさせると、回収
状態のまま停止して動作しなくなることがありましたが、これを修正しました。

4.19 DHCPサーバー機能とローカル IPインターフェース（SET IP LOCALコマンド）を併用し
た場合、DHCP Offerメッセージを再送するときにローカル IPインターフェースの IPを
使用せず、パケットを送出するインターフェース IPを始点 IPアドレスとして使用するこ
とがありましたが、これを修正しました。

4.20 IPアドレスの静的割り当てをしていない IPアドレスを指定してDELETE DHCP RANGE
コマンドを実行すると、SHOW DHCP RANGEコマンドの表示項目Free Address(es)
に該当の IPアドレスが重複して表示されることがありましたが、これを修正しました。

4.21 ICMP Echo Requestを受信したときに、CRCエラーを検出しても、正常なEcho Reply
を返していましたが、これを修正しました。

4.22 SHOW IP IGMPコマンドのCOUNTERオプションで表示されるbadQueryおよび
outQueryカウンターがカウントされないことがありましたが、これを修正しました。

4.23 SHOW IGMPSNOOPINGコマンドのCOUNTERオプションで表示されるbadQueryお
よびbadRouterMsgカウンターがカウントされないことがありましたが、これを修正し
ました。

4.24同一ネットワークでない送信元 IPアドレスのMembership Reportメッセージを受信す
ると、該当ホストがグループに登録されることがありましたが、これを修正しました。

4.25 SET TRACEコマンドのTIMEOUTパラメーターで1～65535以外の数字も入力できて
いましたが、これを修正しました。

4.26 VLAN IDを指定してDefault VLANを削除しようとすると削除できてしまいましたが、
これを修正しました。

4.27 SET TTYコマンドのPAGEパラメーターにOFFを指定した場合、この設定変更を
CREATE CONFIGコマンドでファイルに正しく保存できないことがありましたが、これ
を修正しました。
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4.28 RMON MIBのEventEntryのTypeがログ/トラップに設定済みで、EventEntryが作成
途中の状態（StatusがValidにされていない）のときに、FallingあるいはRisingのEvent
が発生した場合、本製品がクラッシュすることがありましたが、これを修正しました。

5 本バージョンでの制限事項
ソフトウェアバージョン2.6.1には、以下の制限事項があります。

5.1　トリガーについて

「コマンドリファレンス」/「運用・管理」/「トリガー」

○ CREATE TRIGGERコマンドのREBOOTパラメーターにRESTARTまたはALLを指定
した場合、RESTART REBOOTコマンド実行による再起動と、RESTART SWITCHコ
マンド実行による再起動で、syslogサーバーに転送される情報が異なります。

○ CREATE TRIGGERコマンドのREPEATパラメーターに回数を指定した後、設定をファ
イルに保存すると、設定ファイル上のREPEATパラメーターの値が入力時とは異なる場
合があります。
また、CREATE TRIGGERコマンドのREPEATパラメーターに回数を指定し、トリガー
が指定回数実行された後で、CREATE CONFIGコマンドで現在の設定を保存し、SET
CONFIGコマンドで起動時設定ファイルとして再起動すると、REPEATの設定値が不正
な値と判断され、トリガーの設定が反映されません。

5.2　ポートセキュリティーについて

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

○ パケット受信中のポートに対して、SET SWITCH PORTコマンドでRELEARNパラ
メーターをOFFからON（Dynamic Limitedモード有効）に変更すると、FDBに宛先MAC
アドレスが登録されず、すべてのパケットが破棄されます。
運用中に、RELEARNパラメーターを変更しないでください。

○ ポートセキュリティーのLimitedモード（SET SWITCH PORTコマンドでRELEARNパ
ラメーターをOFF）とスタティックエントリーの自動登録機能を併用している場合に、設
定を保存して再起動すると、該当ポートのポートセキュリティーが正しく動作しないこ
とがあります。
ポートセキュリティーとスタティックエントリーの自動登録機能を併用する場合には、
RELEARNパラメーターをONに設定してください。

5.3　ポートミラーリングについて

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

システム再起動後にソースポートをタグ付きに設定した場合、同ポートでタグなしパケットを受
信すると、タグ付きでミラーポートから出力されます。
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5.4　802.1X認証について

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「802.1X認証」

○ 802.1X認証機能が無効のままで、SET PORTAUTH PORT SUPPLICANTコマンドで
CONTROLパラメーターの設定を変更しても、現在の設定に反映されません。

○ Windows 2000 Server（IAS）をRADIUSサーバーとして使用している場合、本製品の
Supplicantポートは認証されません。

○ システム起動直後、ケーブルを接続していないAuthenticatorポートに対してSHOW
PORTAUTH PORTコマンドを実行すると、Authenticator PAE Statusが INITIALISE
であるにもかかわらず、Port Statusが authorisedと表示されます。

○ Authenticatorポートから IGMP Queryパケットが送信されません。その場合には、
IGMP Snoopingをディセーブルに設定してください。

○ RESET PORTAUTH PORT MULTIMIBコマンドを使用しても未認証のsupplicant情報
はリセットされません。

○ SNMPマネージャーで、dot1xAuthAuthControlledPortContolの情報を変更（Set）した
後、CREATE CONFIGコマンドで現在の設定を保存し、SET CONFIGコマンドで起動
時設定ファイルとして再起動すると、設定の変更が設定ファイルに反映されません。
Authenticatorポートの状態を手動で変更する場合は、SET PORTAUTH PORTコマン
ドのCONTROLパラメーターで指定してください。

5.5　スパニングツリープロトコルについて

「コマンドリファレンス」/「スパニングツリープロトコル」

○ RAPIDモード（SET STPコマンドのMODEパラメーターで設定）のときに、SET STP
コマンドをDEFAULTオプション付きで実行すると、DISABLE STP PORTコマンドで
STPを無効にしていたポートで通信ができなくなります。DISABLE STP PORTコマン
ドでSTPを無効にしたポートがある場合は、SET STPコマンドのDEFAULTオプショ
ンを使用しないでください。

○ RAPIDモード（SET STPコマンドのMODEパラメーターで設定）で新規作成したSTP
ドメインの所属VLANにタグ付きポートを割り当てると、DISABLE STP PORTコマン
ドの設定が削除されます。STPドメインの所属VLANにタグ付きポートを割り当てると
きは、DISABLE STP PORTコマンドでSTPを無効にしたポートがないかどうかを確認
してください。

○ RAPIDモード（SET STPコマンドのMODEパラメーターで設定）のときに、DISABLE
STP PORTコマンドでSTPを無効にしていたポートに、SET STPコマンドで
RSTPTYPEパラメーターを変更しても、現在の設定に反映されません。

○ RAPIDモードでSTPドメインを複数作成した場合には、SAVE CONFIGコマンドで設
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定を保存するのではなく、SHOW CONFIGコマンドでDYNAMICオプションを指定して
現在の設定内容を表示し、その内容をEDITコマンドで設定ファイルに貼り付けてくださ
い。SAVE CONFIGコマンドで設定を保存すると、正しく動作しないことがあります。

○ STANDARDモードとRAPIDモードの両方のSTPドメインに属するポートにおいて、
SET STP PORTコマンドでPATHCOSTパラメーターを変更すると、エラーメッセー
ジが表示されます。ただし、動作上の問題はなく、現在の設定にも正しく反映されます。
エラーメッセージを表示させないようにするには、SET STP PORTコマンドで、STP
ドメインとポートの両方を指定してください。

○ STANDARDモード（SET STPコマンドのMODEパラメーターで設定）のときに、
ENABLE STPコマンドを実行すると、DISABLE STP PORTコマンドの設定が削除され
ます。

5.6　IGMPについて

「コマンドリファレンス」/「IP」/「IGMP」

○ Last Query Interval Timer（retransmit timer）が起動中にLeave Groupメッセージを受信
すると、Last Query Interval Timerが更新されます。

○ Last Query Interval Timer（retransmit timer）が起動中にMembership Reportメッセージ
を受信しても、Refresh Timerは更新されますが、Last Query Interval Timerが停止し
ないため、Group Specific Queryを送信します。

○ NONQUERIERがLeave Groupメッセージを受信するとRT（Refresh Timer）を更新しま
す。

5.7　IGMP Snoopingについて

「コマンドリファレンス」/「IP」/「IGMP Snooping」

1つのポートに同一グループの複数メンバーが登録されている場合、そのうち1つのホストから
のLeave Groupメッセージを受信すると、他のホストがいるにもかかわらずグループから削除
されます。

5.8　DHCPサーバー機能について

「コマンドリファレンス」/「DHCPサーバー」

DHCPクライアントがDHCP Discoverを送信した際に、DHCPサーバーが割り当てようとして
いるIPアドレスを、ICMPには応答せずARPのみに応答する別のホストがすでに使用している
と、DHCP Discoverを送信したDHCPクライアントが、DHCP Offerを受信することができま
せん（IPアドレスを取得することができません）。

5.9　セットアップツールによるソフトウェアのバージョンアップについて

本製品のソフトウェアをバージョンアップする場合には、必ず、本製品からログアウトしてくだ
さい。本製品にログインしたままで、セットアップツールを使用して本製品のソフトウェアを
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バージョンアップしようとしても、エラーメッセージが表示されて、バージョンアップを実行す
ることができません。

6 取扱説明書・コマンドリファレンスの補足・誤記訂正
同梱の取扱説明書、およびCD-ROMに収録されている「CentreCOM 8424XL/8424TX コマン
ドリファレンス2.6（Rev.B）」の補足事項です。

6.1　ポート帯域制限（送信レート）の設定について

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

「取扱説明書」45ページ

バージョン2.6.1で、SET SWITCH PORTコマンドのEGRESSLIMITパラメーターで、ポート
帯域制限の送信レートの設定を変更した場合、設定を有効にするために本製品を再起動する必要
がなくなりました。

6.2　ポートミラーリングについて

「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「ポート」

タグ付きのパケットがタグなしのソースポートから入力されると、ミラーポートからはタグなし
の状態で出力されます。

6.3　IGMPに関して

「コマンドリファレンス」/「IPマルチキャスト」

SET IP IGMPコマンドのTIMEOUTパラメーターの説明に誤りがありますので、訂正してお詫
び致します。

誤� TIMEOUT: 該当グループのMembership Reportを受信できなくなってから、グループを

ローカルグループデータベースから削除するまでの時間（秒）（Group Membership Interval）。デ
フォルトは270秒。省略時は、(QUERYINTERVAL + 10) * 2が使われる。

正� TIMEOUT: 該当グループのMembership Reportを受信できなくなってから、グループを

ローカルグループデータベースから削除するまでの時間（秒）（Group Membership Interval）。デ
フォルトは260秒。

6.4　DHCPサーバー機能について

「コマンドリファレンス」/「DHCPサーバー」

DHCPクライアントからのオプション57(Maximum DHCP Message Size)メッセージを受けら
れません。

6.5　フラッディングレートについて

10/100Mbpsポートが24ポートリンクした状態で、拡張モジュールの1000Mbpsポート(ポー
ト25)からフラッディングパケットを送信すると、1000Mbpsポート(ポート26)から送信される
パケットの転送率が下がる場合があります。
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7 未サポートコマンド（機能）
以下のコマンド（機能）はサポート対象外ですので、あらかじめご了承ください。
太字はコマンド名、細字は該当コマンドのパラメーター名です。

SHOW EXCEPTION
SHOW DEBUG [STACK]
SHOW BUFFER [SCAN] [QUEUEPOINTERS]
SHOW FLASH FFS
CLEAR FLASH TOTALLY
DELETE NVS BLOCK [INDEX]
CLEAR NVS TOTALLY
SHOW FFILE VERIFY
SHOW FFILE [DEBUG]
PURGE FILE TRANSLATIONTABLE
CLEAR CFLASH
SHOW CFLASH COUNTERS
SHOW CFLASH TEST
SHOW CFLASH REGISTER
SHOW CFLASH SECTOR
SHOW CFLASH FAT
SHOW CFLASH IDENTITY
ENABLE CFLASH DEBUG
DISABLE CFLASH DEBUG
ENABLE CFLASH TEST END [START]
DISABLE CFLASH TEST
ENABLE RADIUS DEBUG
DISABLE RADIUS DEBUG
SHOW RADIUS DEBUG
ENABLE MAIL DEBUG
DISABLE MAIL DEBUG
RESET MAIL
SET MAIL SMTPSERVER=ipaddr
CREATE SNMP COMMUNITY [V1TRAPHOST] [V2CTRAPHOST]
ADD SNMP COMMUNITY [V1TRAPHOST] [V2CTRAPHOST]
DELETE SNMP COMMUNITY [V1TRAPHOST] [V2CTRAPHOST]

ENABLE SWITCH DEBUG
DISABLE SWITCH DEBUG
SHOW SWITCH DEBUG
ENABLE SWITCH BIST
SHOW SWITCH BIST
SHOW SWITCH MEMORY
SET SWITCH SOCK
SHOW SWITCH SOCK
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SET SWITCH PHY
SHOW SWITCH PHY
SHOW SWITCH SWTABLE
SET SWITCH PORT [MODE={MASTER¦SLAVE}]
SET SWITCH PORT [SPEED=
{1000MFULL¦1000MHALF¦1000MFAUTO¦1000MHAUTO}]
ACTIVATE SWITCH PORT AUTONEGOTIATE
ENABLE PORTAUTH DEBUG PORT
DISABLE PORTAUTH DEBUG PORT

ENABLE VLAN DEBUG
DISABLE VLAN DEBUG
SHOW VLAN DEBUG

ENABLE STP DEBUG [PORT]
DISABLE STP DEBUG [PORT]
SHOW STP DEBUG
SHOW STP PORT RSTPSTATE

ENABLE SWITCH L3FILTER SWFILTBYPASS
DISABLE SWITCH L3FILTER SWFILTBYPASS

SHOW IP CACHE
SHOW IP CASSI
ENABLE IP DEBUG
DISABLE IP DEBUG
SHOW IP DEBUG
SHOW PING DEBUG
PURGE PING TOTALLY
SHOW TRACE DEBUG
SET IP FLOW
SHOW IP FLOW
ENABLE TCP DEBUG
DISABLE TCP DEBUG
ENABLE IP ICMPREPLYMSG
DISABLE IP ICMPREPLYMSG
SHOW IP ICMPREPLYMSG
ADD IP INTERFACE IPADDRESS [FRAGMENT]
SET IP INTERFACE IPADDRESS [FRAGMENT]
ENABLE IP ROUTE DEBUG
DISABLE IP ROUTE DEBUG
SHOW IP ROUTE DUMP
ENABLE PING POLL DEBUG
DISABLE PING POLL DEBUG
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ENABLE IP IGMP DEBUG
DISABLE IP IGMP DEBUG
SHOW IP IGMP DEBUG

ENABLE MLDSNOOPING DEBUG
DISABLE MLDSNOOPING DEBUG

ENABLE DHCP [BOOTP] [DEBUG]
DISABLE DHCP [BOOTP] [DEBUG]

ENABLE TEST INTERFACE
DISABLE TEST INTERFACE
SHOW TEST [INTERFACE]
RESET TEST INTERFACE
SHOW PKT
SET PKT
START PKT
STOP PKT
MODIFY
DUMP








